
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間

年 62 単位 15 単位 28 単位 1 単位 0 単位 10 単位

80 人 45 人 人 0 % 0 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 6

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

中退率

令和7年7月31日

２６０-００１４

043-202-3541
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人三幸学園 昭和60年3月8日 鳥居　敏 東京都文京区本郷三丁目23番16号
113-0033

03-3814-6151

千葉リゾート＆スポーツ専門
学校

平成21年1月22日 髙橋　一博 千葉県千葉市中央区本千葉町8-16

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

文化・教養 文化教養専門課程 スポーツ＆アクティビティ科 令和 5(2023)年度 - 令和 5(2023)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的
「世の中の困難を希望に変える」をミッションとし、学校教育法に基づき、スポーツインストラクター等として、健康スポーツに従事しようとする者に必要な実践的かつ専門的

              な知識、技能を教授することによって、明日の健康産業を担う人材を養成することを目的とする。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

【主な教育内容】
インストラクターとして主にグループレッスンに必要な知識・技術を身につけ、人々を惹きつける魅力のあるレッスンを展開し、健康づくりのためのプログラム提供と運動指導
ができる。
【取得可能な資格】
健康運動実践指導者、JATI認定トレーニング指導者、フィットネスクラブ・マネジメント技能検定３級等

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和7年度卒業生）

40
■地元就職者数 (F) 11
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 95

28

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 42
■就職希望者数 (D)　　　　　： 42
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和７年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

アディダスジャパン　ファクトリージャパン等

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

1

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.sanko.ac.jp/chiba-sports/course/sports/

95
■進学者数 0
■その他

2名

0

うち企業等と連携した演習の単位数 0

うち必修単位数 13

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 0

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

総単位数 62

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 5

うち必修授業時数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） 0

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 4

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 4

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 9

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の
実務の能力を有する者を想定）の数

2

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 1

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ



種別

③

③

‐

‐

‐

‐

（年間の開催数及び開催時期）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

委員会にていただいた以下の意見について対応を行っている。
①これから業界で求められるトレーナー像／インストラクター像について
人気があるインストラクターに関してはコミュニケーション能力が高い。人の気持ちを察する力やお客様と適切な距離感で接
する能力も必要である。
⇒対応：授業にアクティブラーニングを取り入れ、意見交換や成果発表を日常的にできるよう対応
②インストラクターとして、学んだ方がよいジャンルについて
業界の変化がかなり激しくなっている為、ジャンルを問わず業界業種、ビジネスについての
根本的な知識を増やしたほうが良い。
⇒対応：授業に様々な業界・業種で働いている卒業生を呼び、講話を実施。

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（７月、12月）

（開催日時（実績））
第１回　令和6年7月8日　17：00～18：00

大友　研八 千葉リゾートアンドスポーツ専門学校　副校長 ‐

大塚　優輝 千葉リゾートアンドスポーツ専門学校　教務主任 ‐

阿部　航太朗 千葉リゾートアンドスポーツ専門学校 ‐

橋本　大 千葉リゾートアンドスポーツ専門学校 ‐

第２回　令和6年12月16日　17：00～18：00
（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
企業等との連携を通じて必要な情報の把握・分析を行い、実践的かつ専門的な職業教育を実施することを目的として、教
育課程編成委員会を設置する。委員会は次の各号に掲げる事項を審議し、授業科目の開設や授業方法の改善・工夫に生
かす。
　（１）カリキュラムの企画・運営・評価に関する事項
　（２）各授業科目の内容・方法の充実及び改善に関する事項
　（３）教科書・教材の選定に関する事項
　（４）その他、教員としての資質・能力の育成に必要な研修に関する事項等
またより正確に業界における動向や求められる人材要件を把握するため、就職・実習先企業や業界団体、資格・検定団体
等と関係性を深め、幅広く連携を図ることで、業界の求めるニーズを確実に捉え、本校のカリキュラムや授業内容に反映す
る。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員会での審議を通じて示された企業等の要請その他の情報・意思を十分に生かし、実践的かつ専門的な
職業教育を実施するに相応しい教育課程の編成を協力して行うものとして位置づけている。
具体的には、審議を通じて示された教育課程編成に係る意見を基に、副校長および各校教務チームによって教育課程およ
びシラバスの改善素案が作成され、RS分野専門委員会（別紙組織図：各専門委員会）にて提案される。
提案に基づき、RS分野専門委員会にて審議の上、次年度の教育課程およびシラバスに改善内容が反映される。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

井上　めぐみ （一般財団法人スポーツアライアンス
令和7年4月1日～令和8年３月
31日（1年）

令和7年7月8日現在

名　前 所　　　属 任期

荒川　孝行 株式会社THINKフィットネス
令和7年4月1日～令和8年３月
31日（1年）



ピラティス理論と実践
Ⅱ

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを
除く。）

ピラティスという運動療法を通し
て、実際の現場で即戦力として活
躍できる人材となるための実践的
な指導力を身につける

株式会社CODE７

ピラティス理論と実践
Ⅰ

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを
除く。）

ピラティスという運動療法を通し
て、実際の現場で即戦力として活
躍できる人材となるための実践的
な指導力を身につける

株式会社CODE７

インターンシップ実習
Ⅱ

株式会社グッドウェーブ
医療法人社団鎮誠会 姫島クリニッ
ク
医療法人社団鎮誠会 千葉きぼー
るクリニック
一般社団法人OCEAN FAMILIA
ゼビオ株式会社

株式会社グッドウェーブ
医療法人社団鎮誠会 姫島クリニッ
ク
医療法人社団鎮誠会 千葉きぼー
るクリニック
一般社団法人OCEAN FAMILIA
ゼビオ株式会社

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
実践的な指導を施すにあたり、スポーツ業界における実績や、実践的かつ専門的な知識・技術およびその指導能力を有す
る指導者が得られる企業等を選定し、実践計画の作成から連携を図る。スポーツ業界の求める人材要件に沿った計画、お
よび評価基準・方法を設定し、企業等からのフィードバックに基づいた成績評価を行うことを基本方針とする。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

企業連携の方法

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを
除く。）

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを
除く。）

授業で学んだ知識や技術をアウト
プットし、実践力を養うとともに、現
場・社会に触れることで、求められ
る人物

授業で学んだ知識や技術をアウト
プットし、実践力を養うとともに、現
場・社会に触れることで、求められ
る人物

インターンシップ実習
Ⅰ

科　目　概　要科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

【インターンシップ実習Ⅰ・Ⅱ】
＊授業内容について：１年次、2年次に40時間、連携企業先で現場実習を実施し、スポーツ業界に必要な業務内容を習得
するとともに日々の学習成果のアウトプットを行う。
＊評価について：連携企業による項目別の評価と提出された実習手帳の内容を加味し、最終評価に反映させ、成績認定を
行うものとする。
【ピラティス理論と実践Ⅰ・Ⅱ】
＊授業内容について：2年次に30時間、連携企業先で現場実習を実施し、スポーツ業界に必要な業務内容を習得するととも
に日々の学習成果のアウトプットを行う。
＊評価について：連携企業による項目別の評価と提出された実習手帳の内容を加味し、最終評価に反映させ、成績認定を
行うものとする。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：
内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

実践的かつ専門的な職業教育を実施し、明日のスポーツ業界を担う人材を養成するためには、教員一人ひとりが常に業界ならびに実務に関する最
新の知識を持ち、指導スキルを身につけようという向上心がなければならない。そのために、「研修等に係る諸規程」に基づき、計画的に以下の研修
を実施している。
・企業等から講師を招いた実践的かつ専門的な知識・技術・技能を修得するための研修
・企業等から講師を招いた指導力の修得・向上のための研修

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

※（１０）及び（１１）については任意記載。

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

②指導力の修得・向上のための研修等

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

①専攻分野における実務に関する研修等
（２）研修等の実績

ボディメンテナンス企業としてお客様に提供しているサービスを体験し、学ぶ。

（６）教育環境 （６）教育環境
（７）学生の受入れ募集

（９）法令等の遵守 （９）法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 （１０）社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 （１１）国際交流

教職員向け業界理解、施術体験 連携企業等： 株式会社ピースフル

令和6年5月15日 対象： 教職員(3名)

教職員（10名）

連携企業等：

令和7年8月22日 対象： 教職員（10名）

②指導力の修得・向上のための研修等

現代社会を生きる学生の傾向を学び、効果的な学習方法を通常授業に活かす。

現代社会を生きる学生と効果的な学習指導方法をめぐっ
て

連携企業等： 佛教大学 副学長 原清治 様

令和6年9月24日 対象： 教職員(10名)

外部講師　 菊池省三氏現在の18歳に向けた教員からの声掛けの方法

（３）教育活動 （３）教育活動
（４）学修成果 （４）学修成果
（５）学生支援 （５）学生支援

（１）教育理念・目標 （１）教育理念・目標
（２）学校運営 （２）学校運営

（１）学校関係者評価の基本方針
学校関係者として、関連分野の業界関係者及び卒業生、地域に根差した関連企業と共に、学校関係者評価委員会を設置
して、教育目標や教育について評価し、その評価結果を次年度の教育活動および学校運営の改善の参考とする。
学校関係者評価は、「専修学校における学校評価のガイドライン」の評価項目を使用して実施した自己点検・自己評価の結
果を基に「実施することを基本方針とする。また評価結果は学校のホームページで公表し、委員会で得られた意見について
はすみやかに集約し、各業務担当者にフィードバックすることで、学校運営の改善に生かすものとする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

講師による好事例共有

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

講師による好事例共有

授業展開についての講話 連携企業等： 株式会社ルネサンス

令和7年9月26日 対象：

（７）学生の受入れ募集
（８）財務 （８）財務



種別

企業等委員

企業等委員

卒業生

教育に関する知
見を有する者

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」に則って情報提供を行うことを基本方針とし、以下の姿を目
指す。
１．学校の指導方針や課題への対応方法等に関し、教職員・生徒間、学校・家庭間の共通理解が深まり、教育活動の活性
化や学校運営の円滑化につなげること。
２．入学希望者やその保護者に対し、進路選択に当たっての有用な情報を提供するとともに、一人ひとりの能力・適性に
あった望ましい進路の実現に資すること。
３．キャリア教育・職業教育をはじめとした教育活動の状況等について、業界関係者に情報提供することで、相互の対話が
促され、実習・就職指導等企業等との連携による活動の充実や、業界等のニーズを踏まえた教育内容・方法の改善につな
げること。

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

山形 一利 株式会社オークスベストフィットネス 代表取締役
令和7年4月1日～令和8年３月
31日（1年）

朝比奈 大輔 一般財団法人スポーツアライアンス 事務局長
令和7年4月1日～令和8年３月
31日（1年）

（３）学校関係者評価結果の活用状況
委員会にていただいた以下の意見について対応を行っている。
①パーソナルトレーナー/フィットネスインストラクターのキャリア像について
⇒総じて、トレーナー/インストラクター共に現場での経験値がとても重要と考える。
在学中に経験値を多く積ませていくための対策も本校でより力を入れていきたい。
②本校教育活動における課題と改善策について
⇒世の中の求めていることを知ることが重要となってくる。自身が最終的にどうなりたいかのイメージを持つことと1つ明確な
ゴールを持っておくことで、そこに向けた動きができるようになる。
（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期
令和7年7月31日現在

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

URL： https://www.sanko.ac.jp/chiba-sports/

公表時期： 令和7年7月15日

2018 年度卒業生、株式会社 RERISE 支配人
令和7年4月1日～令和8年３月
31日（1年）

佐藤 昂大 飛鳥未来高等学校 千葉キャンパス 教頭
令和7年4月1日～令和8年３月
31日（1年）

溝口 雄太

（２）各学科等の教育
学科概要、カリキュラム、シラバス、客観的な指標の算出方法、卒業要
件、目指すべき人材像、取得可能資格、就職実績

（３）教職員 教員数、組織、専門性
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育への取り組み、実習実技への取り組み

ガイドラインの項目 学校が設定する項目
（１）学校の概要、目標及び計画 学校の概要、目標および計画

（８）学校の財務 学校の財務
（９）学校評価 自己評価・学校関係者評価結果
（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事
（６）学生の生活支援 生活上の諸問題への対応
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金、就学支援

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.sanko.ac.jp/chiba-sports/
公表時期： 令和7年5月8日

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
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1 ○ インストラクター理論と実践Ⅰ
クライアントに適切なトレーニングを提供
できる指導法を教授する。

1
年
前

45 3 ○ ○ ○

2 ○ インストラクター理論と実践Ⅱ
クライアントに適切なトレーニングを提供
できる指導法を教授する。

1
年
後

45 3 ○ ○ ○

3 ○ インストラクター理論と実践Ⅲ
クライアントに適切なトレーニングを提供
できる指導法を教授する。

1
年
前

45 3 ○ ○ ○

4 ○ インストラクター理論と実践Ⅳ
クライアントに適切なトレーニングを提供
できる指導法を教授する。

1
年
後

45 3 ○ ○ ○

5 ○ スタジオエクササイズⅠ
シニアを対象としたフィットネストレーニ
ングプログラムの作成と指導能力習得を目
指した講義を教授する。

1
年
前

30 1 ○ ○ ○

6 ○ スタジオエクササイズⅡ
シニアを対象としたフィットネストレーニ
ングプログラムの作成と指導能力習得を目
指した講義を教授する。

1
年
後

30 1 ○ ○ ○

7 ○ トレンドエクササイズⅠ
運動を安全で効果的で楽しくを伝えられる
ように授業を展開する。

1
年
前

30 2 ○ ○ ○

8 ○ トレンドエクササイズⅡ
運動を安全で効果的で楽しくを伝えられる
ように授業を展開する。

1
年
後

30 2 ○ ○ ○

9 ○ スポーツストレッチ実践Ⅰ
スポーツトレーナーに必要なストレッチン
グに関する正しい知識と技能を教授する。

1
年
前

30 1 ○ ○ ○

10 ○ スポーツストレッチ実践Ⅱ
スポーツトレーナーに必要なストレッチン
グに関する正しい知識と技能を教授する。

1
年
後

30 1 ○ ○ ○

11 ○ スポーツ栄養学ⅠA
五大栄養素など運動指導に必要な栄養学の
基礎を教授する。

1
年
前

30 2 ○ ○ ○

12 ○ スポーツ栄養学ⅠB
五大栄養素など運動指導に必要な栄養学の
基礎を教授する。

1
年
後

30 2 ○ ○ ○

13 ○ 運動障害の予防と救急処置ⅠA
運動指導を行う上で、欠かせない内科的お
よび外科的障害に関する知識とその救急処
置を教授する。

1
年
前

30 2 ○ ○ ○

14 ○ 運動障害の予防と救急処置ⅠB
運動指導を行う上で、欠かせない内科的お
よび外科的障害に関する知識とその救急処
置を教授する。

1
年
後

30 2 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（文化教養専門課程 スポーツ＆アクティビティ科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



15 ○ 運動指導の心理学
コアコンディショニングの概念・コンディ
ショニング指導法を教授する。

1
年
後

30 2 ○ ○ ○

16 ○ 未来デザインプログラムⅠ

三幸学園の教育理念である「技能と心の調
和」を体現する為の授業として、7つの習
慣を体系的に学ぶことで、社会人／職業人
としてあるべき人格を高め、主体性を発揮
して物事にチャレンジできる人材に成長す
る。

1
年
前

15 1 ○ ○ ○

17 ○ 未来デザインプログラムⅡ

三幸学園の教育理念である「技能と心の調
和」を体現する為の授業として、7つの習
慣を体系的に学ぶことで、社会人／職業人
としてあるべき人格を高め、主体性を発揮
して物事にチャレンジできる人材に成長す
る。

1
年
後

15 1 ○ ○ ○

18 ○ キャリア教育Ⅰ
本格化する就職活動に向けて、自ら積極的
に動き、採用試験に臨ませる。

1
年
前

15 1 ○ ○ ○

19 ○ キャリア教育Ⅱ
本格化する就職活動に向けて、自ら積極的
に動き、採用試験に臨ませる。

1
年
後

15 1 ○ ○ ○

20 ○ コンディショニング実践ⅠA
コアコンディショニングの概念・コンディ
ショニング指導法を教授する。

1
年
前

30 2 ○ ○ ○

21 ○ 総合演習Ⅰ

スポーツ業界が専門学校に求める『専門
性』『コミュニケーション』『ビジネス
力』『イノベーション(創造する)力』を
個々が総合的に身につける。

1
年
前

30 2 ○ ○ ○

22 ○ 総合演習Ⅱ

スポーツ業界が専門学校に求める『専門
性』『コミュニケーション』『ビジネス
力』『イノベーション(創造する)力』を
個々が総合的に身につける。

1
年
後

30 2 ○ ○ ○

23 ○ ビジネスマナー

立ち居振る舞いや言葉づかい、お客様対応
など、好印象を与えることのできる接客・
接遇の理論を学習する。
また、社会人が知っておくべきマナーを理
解し、必要な場面に応じた振る舞いを習得
する。

1
年
前

15 1 ○ ○ ○

24 ○ コースセレクト概論
2年次のコースセレクトに対する全体の概
要を述べる。

1
年
後

15 1 ○ ○ ○

25 ○ サービスラーニング演習
ボランティア・メンバーとイベント主催者
との「かけはし」となる存在を目指す。

1
年
後

15 1 ○ ○ ○

26 ○ インターンシップ実習Ⅰ

授業で学んだ知識や技術をアウトプット
し、実践力を養うとともに、現場・社会に
触れることで、求められる人物像やスキ
ル、社会を学ぶ。

1
年

45 1 ○ ○ ○ ○



27 ○ トレーニング実践と指導応用Ⅰ
パワー向上トレーニングにおける適切なデ
モンストレーション技能を習得する。

2
年
前

30 1 ○ ○ ○

28 ○ トレーニング実践と指導応用Ⅱ
パワー向上トレーニングにおける適切なデ
モンストレーション技能を習得する。

2
年
後

30 1 ○ ○ ○

29 ○ トレンドエクササイズⅢ 運動指導の現状を理解する。
2
年
前

30 2 ○ ○ ○

30 ○ トレンドエクササイズⅣ 運動指導の現状を理解する。
2
年
後

30 2 ○ ○ ○

31 ○ モチベーション・マネジメント
スポーツビジネス業界で求められるモチ
ベーションマネジメントを習得する。

2
年
前

15 1 ○ ○ ○

32 ○ スポーツマネジメント
日本スポーツの在り方を学び、地域スポー
ツクラブ運営に欠かせないマネジメントに
ついて理解を深める。

2
年
後

30 2 ○ ○ ○

33 ○ ピラティス理論と実践Ⅰ
ピラティスという運動療法を通して、実際
の現場で即戦力として活躍できる人材とな
るための基礎知識の習得を目指す。

2
年
前

30 2 ○ ○ ○ ○

34 ○ ピラティス理論と実践Ⅱ
ピラティスという運動療法を通して、実際
の現場で即戦力として活躍できる人材とな
るための基礎知識の習得を目指す。

2
年
後

30 2 ○ ○ ○ ○

35 ○ キャリア教育Ⅲ
本格化する就職活動に向けて、自ら積極的
に動き、採用試験に臨める。

2
年
前

15 1 ○ ○ ○

36 ○ キャリア教育Ⅳ
本格化する就職活動に向けて、自ら積極的
に動き、採用試験に臨める。

2
年
後

15 1 ○ ○ ○

37 ○ 総合演習Ⅲ

スポーツ業界が専門学校に求める『専門
性』『コミュニケーション』『ビジネス
力』『イノベーション(創造する)力』を
個々が総合的に身につける。

2
年
前

30 2 ○ ○ ○

38 ○ 総合演習Ⅳ

スポーツ業界が専門学校に求める『専門
性』『コミュニケーション』『ビジネス
力』『イノベーション(創造する)力』を
個々が総合的に身につける。

2
年
後

30 2 ○ ○ ○

39 ○ 運動指導特論
健康運動実践指導者取得にあたり必須とな
る筆記試験の内容を学び、専門的知識を高
める。

2
年
前

60 4 ○ ○ ○

40 ○ 健康づくり運動の実際
国の施策を理解したうえで、運動プログラ
ムの作成に必要な知識を身につける。

2
年
前

30 2 ○ ○ ○



41 ○ 運動指導実践
健康運動実践指導者取得にあたり必須とな
る実技試験の内容を学び、専門的知識と指
導技術を高める。

2
年
後

30 1 ○ ○ ○

42 ○ トレーニング特論

授業で学んだ知識や技術をアウトプット
し、実践力を養うとともに、現場・社会に
触れることで、求められる人物像やスキ
ル、社会を学ぶ。

2
年
前

30 2 ○ ○ ○ ○

43 ○ インターンシップ実習Ⅱ

授業で学んだ知識や技術をアウトプット
し、実践力を養うとともに、現場・社会に
触れることで、求められる人物像やスキ
ル、社会を学ぶ。

2
年

90 3 ○ ○ ○ ○

44 ○ グループエクササイズ実践Ⅰ
グループエクササイズ指導の基礎知識を身
につける。

1
年
前

30 1 ○ ○ ○

45 ○ グループエクササイズ指導実践Ⅰ
グループエクササイズ指導の基礎知識を身
につける。

1
年
後

30 1 ○ ○ ○

46 ○ チャイルドスポーツ実践
幼児期に運動能力のベースをつくり、子ど
もの特性に合わせた指導プログラムの立
案・指導方法、実技を身につける。

1
年
前

30 1 ○ ○ ○

47 ○ チャイルドスポーツ指導実践Ⅰ
幼児期に運動能力のベースをつくり、子ど
もの特性に合わせた指導プログラムの立
案・指導方法、実技を身につける。

1
年
後

30 1 ○ ○ ○

48 ○ イベントプランニングⅠ

スポーツイベントの社会における役割理解
とスポーツビジネスに活用できる人材とし
てイベントの企画・立案・実施の基本を理
解する。

1
年
前

30 2 ○ ○ ○

49 ○ リテールマーケティングⅠ
マーケティングの基本的な考え方や流通・
小売業で必要な基本知識・技能を理解す
る。

1
年
後

30 2 ○ ○ ○

50 ○ サッカー実践Ⅰ
サッカーのコーチングスキルやテクニック
を教授する。

1
年
前

45 1 ○ ○ ○

51 ○ サッカー実践Ⅱ
サッカーのコーチングスキルやテクニック
を教授する。

1
年
後

45 1 ○ ○ ○

52 ○ グループエクササイズ実践Ⅱ
グループエクササイズ指導の基礎知識を理
解する。

2
年
前

45 1 ○ ○ ○

53 ○ グループエクササイズ実践Ⅲ
グループエクササイズ指導の基礎知識を理
解する。

2
年
後

45 1 ○ ○ ○

54 ○ グループエクササイズ指導実践Ⅱ
グループエクササイズ指導を楽しく行うた
めの知識や技術の習得と合わせてプログラ
ミングと指導実践を身につける。

2
年
前

45 1 ○ ○ ○

55 ○ グループエクササイズ指導実践Ⅲ
グループエクササイズ指導を楽しく行うた
めの知識や技術の習得と合わせてプログラ
ミングと指導実践を身につける。

2
年
後

45 1 ○ ○ ○

56 ○ 水中運動実践
水中エクササイズを理解する。
水中エクササイズの理論と指導法を理解す
る。

2
年

30 1 ○ ○ ○

57 ○ グループエクササイズ理論Ⅰ
グループエクササイズ指導の基礎知識を理
解する。

2
年
前

30 2 ○ ○ ○



58 ○ グループエクササイズ理論Ⅱ
グループエクササイズ指導の基礎知識を理
解する。

2
年
後

15 1 ○ ○ ○

59 ○ チャイルドスポーツ指導実践Ⅱ
幼児期に運動能力のベースをつくり、子ど
もの特性に合わせた指導プログラムの立
案・指導方法、実技を身につける。

2
年
前

30 1 ○ ○ ○

60 ○ チャイルドスポーツ指導実践Ⅲ
幼児期に運動能力のベースをつくり、子ど
もの特性に合わせた指導プログラムの立
案・指導方法、実技を身につける。

2
年
後

30 1 ○ ○ ○

61 ○ キッズダンス実践Ⅰ
子どもの身体的特徴と運動器の機能向上を
理解する。
正しいダンス指導方法を学習する。

2
年
前

45 1 ○ ○ ○

62 ○ キッズダンス実践Ⅱ
子どもの身体的特徴と運動器の機能向上を
理解する。
正しいダンス指導方法を学習する。

2
年
後

45 1 ○ ○ ○

63 ○
キッズレクリエーション指導実践
Ⅰ

こどもの身体的特徴と運動器の機能向上を
理解する。
正しいレクリエーション実施方法を学ぶ。

2
年
前

45 1 ○ ○ ○

64 ○
キッズレクリエーション指導実践
Ⅱ

こどもの身体的特徴と運動器の機能向上を
理解する。
正しいレクリエーション実施方法を学ぶ。

2
年
後

45 1 ○ ○ ○

65 ○ 発育発達論

児及び児童の発達における基礎理論を理解
する。
運動神経の発達とゴールデンエイジの関係
性を理解する。

2
年
前

15 1 ○ ○ ○

66 ○ イベントプランニングⅡ

スポーツイベントの社会における役割理解
とスポーツビジネスに活用できる人材とし
てイベントの企画・立案・実施の基本を理
解する。

2
年
前

30 2 ○ ○ ○

67 ○ リテールマーケティングⅡ
マーケティングの基本的な考え方や流通・
小売業で必要な基本知識・技能を理解す
る。

2
年
後

30 2 ○ ○ ○

68 ○ スポーツプロモーションⅠ

スポーツの普及・促進・発展させていくこ
とを意味するスポーツプロモーションにつ
いて、生涯スポーツという観点から日本の
各種スポーツ政策・施策を実例を通して学
習する。

2
年
前

30 2 ○ ○ ○

69 ○ スポーツプロモーションⅡ

スポーツの普及・促進・発展させていくこ
とを意味するスポーツプロモーションにつ
いて、生涯スポーツという観点から日本の
各種スポーツ政策・施策を実例を通して学
習する。

2
年
後

30 2 ○ ○ ○

70 ○ 商品開発論Ⅰ
商品開発の知識を、スポーツ業界に特化し
て実践的に学ぶ。

2
年
前

30 2 ○ ○ ○

71 ○ 商品開発論Ⅱ
商品開発の知識を、スポーツ業界に特化し
て実践的に学ぶ。

2
年
後

30 2 ○ ○ ○

72 ○ アプリケーション演習Ⅰ
スポーツ業界に特化したアプリケーション
の概念および手法を教授する。

2
年
前

30 2 ○ ○ ○

73 ○ アプリケーション演習Ⅱ
スポーツ業界に特化したアプリケーション
の概念および手法を教授する。

2
年
後

30 2 ○ ○ ○



74 ○
モチベーション・インストラク
ター

スポーツビジネス業界で求められるモチ
ベーションマネジメントを習得する。

2
年
前

30 2 ○ ○ ○

75 ○ サッカー実践Ⅲ
身につけたコーチングスキルやテクニック
を実践する。
個々にあった指導法を学ぶ。

2
年
前

45 1 ○ ○ ○

76 ○ サッカー実践Ⅳ
身につけたコーチングスキルやテクニック
を実践する。
個々にあった指導法を学ぶ。

2
年
後

45 1 ○ ○ ○

77 ○ サッカー指導実践Ⅰ
身につけたコーチングスキルやテクニック
を実践する。
個々にあった指導法を学ぶ。

2
年
前

45 1 ○ ○ ○

78 ○ サッカー指導実践Ⅱ
身につけたコーチングスキルやテクニック
を実践する。
個々にあった指導法を学ぶ。

2
年
後

45 1 ○ ○ ○

79 ○ スクールマネジメント
日本スポーツの在り方を学び、地域スポー
ツクラブ運営に欠かせないマネジメントに
ついて理解を深める。

2
年
前

30 2 ○ ○ ○

80 ○
フィジカルトレーニング指導実践
Ⅰ

フィジカルトレーニングのプログラム内容
を理解し、トレーニングメニューの作成方
法を身に付ける。

2
年
前

30 1 ○ ○ ○

81 ○
フィジカルトレーニング指導実践
Ⅱ

フィジカルトレーニングのプログラム内容
を理解し、トレーニングメニューの作成方
法を身に付ける。

2
年
後

30 1 ○ ○ ○

81

期

週

合計 科目 126 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2

15

卒業要件：
本校に修業年限以上在学し、所定の単位を修得し校長に卒業を認められた者に卒業の認定
を行う。卒業に必要な単位数は科目配当表に示すとおりとする。

履修方法：
原則として教育課程に定められている順序で履修する。「インターンシップ実習Ⅰ」「イ
ンターンシップ実習Ⅱ」を必履修科目とおいている。
選択科目については、シラバス等に基づき、履修科目を決定する。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）


